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て説明している O これらは別途ハンドブックにまとめられ紹介されている。更に， Au-Cu 合金系では，
純元素のNCE) スペクトルの線形結合で表わされていることを実験的に検証しているO
第 4 章では， Filter-fit 法の原理および特長を解説しこれを TiCxN 1-x 系化合物の定量分析へ適
用し，その有効性を確認しているO 特に，重複ピークの定量解析も行えることを実証している。更に，
この方法を深さ方向分析システムへ組み込み，実際の分析へ応用した結果について述べているO














(1) 1 次励起電子線強度変調方式の開発と， これを組み込んだ走査型オージェ電子分光装置の開発を行
い， これにより従来の微分スペクトルに代わって，直接エネキルギ一分布スペクトノレNCE)をより高
い SN比で測定できること，より微小な領域の表面の分析が可能であることを示しているO










(5) Ni-Pt と Gd-Fe 合金系の選択スパッタリング率を調べ，これらの系では選択スパッタリング率
は組成にあまり依存しないことを実験により確かめている。更に，これらの結果に基づいて Ni-Pt
合金系について選択スパッタリング補正を行ったところ，得られた値はEPMAによるバルク値と良
く一致し，補正の有効なことを示しているO
以上のように本研究は，オージェ電子分光装置に新しい機能を付加することを考案し，更に，定量分
析のための基礎データベースの構築および実用的な定量法を提案し，定量精度の向上を実証したもので，
表面工学の分野に寄与するところ大であるO よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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